
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1．営業・輸送概況 

 

【運輸取扱収入（速報値）】 

収入ですが、８月はコロナ前の２０１９年比で８９．４％、９月は２５日までの３週間分で８５．７％で 

す。 

なお、２０１９年は１０月１日に消費税の増税があり、増税前の先買いの影響を除くと、９月は９３％程 

度と見ています。 

【新幹線・在来線特急・近畿圏のご利用状況（速報値）】 

次に、ご利用状況は、山陽新幹線は、８月が２０１９年比で８８％、９月が２５日までで９１％。近畿圏

は、８月が９７％、９月が２５日までで１０２％です。 

なお、昨今の人流の回復をモニタリングする指標として、今月から、近畿圏における自動改札通過人員も

併せてお示ししており、９月の２０１９年比は、９０％となっています。 

８月・９月は、お盆に台風の影響を受けたものの、旅行需要は回復基調であり、また、インバウンド需要
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にも支えられ、堅調に推移しています。 

引き続き、安全安定輸送に努め、ご利用の拡大を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.ＪＲ西日本グループのデジタル戦略を支える人財の確保・育成 

～ＤＸをリードする新会社の設立～ 

 

当社グループでは、「長期ビジョン２０３２」で描いた未来を実現するため、データやデジタル技術を駆

使し、各事業の活性化と構造改革及び多様なサービスの展開に取り組んでおります。 

この度、この実現に向け、デジタル人財が社会全体で不足する中において、高度デジタル人財を採用し、

デジタル面から支えるための新会社を設立します。 

新会社では、「高度デジタル人財の採用・育成の加速」を基盤に、「各事業と一体でのデジタル施策の 

実行支援」や「データ活用による事業横断の価値創出」を図ってまいります。 



【新会社の概要】 

社名は「トレイルブレイザー」です。 

当社グループを顧客としたデジタルコンサルティングエージェンシーとして、１０月に出発いたします。 

社名には、ｔｒａｉｌｂｌａｚｅｒという単語が「先駆者」という意味を持つこと、「ｒａｉｌ」という

文字列も含まれていることから、「鉄道から始まり、新たな世界を目指し、実現していく先駆者となる」と

いう想いを込めました。 

ミッションには、「ＧＯ ＷＩＬＤ ＷＥＳＴ！」を掲げ、従来の決められたやり方から脱却し、新しい

ことに挑戦し続けます。 

ＴＲＡＩＬＢＬＡＺＥＲ社は、主に、「鉄道オペレーションの生産性向上及び個客接点・体験に関する企

画・開発」と「当社グループに対するデジタル施策の実行支援」などを行い、当社グループの事業共創をデ

ジタルの力で加速させていきます。 

具体的には、「モバイルＩＣＯＣＡ、Ｊ―ＷＥＳＴカード等の決済領域の強化」など、プロジェクトベー

スでＴＲＡＩＬＢＬＡＺＥＲのデジタル人財をアサインさせ、成果を創出することをイメージしておりま 

す。 



【ターゲットする人材イメージ】 

求める人財像についてです。ＴＲＡＩＬＢＬＡＺＥＲは、デジタル技術を保有する優秀な人財にとって、

西日本を出発地として、日本及び世界へインパクトを与える最先端のデジタル関連の仕事に携われる企業

となることを目指しております。 

西日本の場に魅力を感じて、事業主体としての経験を積みたいと思っている方、当社グループの持つ大き

なフィールドでインパクトを残したいと考えている方、自身の能力を地方創生に活かしたいと考えている

方などを広く募集します。 

ＴＲＡＩＬＢＬＡＺＥＲ社を当社グループのデジタル施策の更なる推進のドライバーとして機能させ、

これからも、データやデジタル技術を用いて、人、まち、社会のつながりを進化させ、お客様の心や未来を

動かしていきたいと思っています。 

 

【CEATEC２０２３への出展】 

なお、当社グループのＤＸの取り組みについて、昨年に引き続き、１０月１７日から２０日に幕張メッセ

にて開催される「シーテック」に出展いたします。今回は、「Ｔｏｗａｒｄ ｔｈｅ Ｆｕｔｕｒｅ（未来

に向かって）」をコンセプトに、私たちが持つ技術を使って、どのようなミライを作り出し皆さまにお届け

したいのか、昨年以上に展示エリアを拡大し、幅広い内容でお届けしたいと考えています。是非、私どもが

描くミライをご覧にお越しください。 



 

３.踏切の更なる安全性向上 

～「踏切ゲート-Lite」の展開～ 

 

第４種踏切に対する安全対策の一つである「踏切ゲート-Lite」について、当社の全エリアへ展開するこ

ととしましたので、ご紹介いたします。 

 

【当社における踏切の現状】 

第４種踏切とは、警報機及び遮断機が無い踏切を指し、全国に約２，４００箇所あります。この踏切では、

遮断機や警報機を備えた第１種踏切と比較し、事故発生率が高く、安全性向上が課題となっています。 

当社エリアにおいては、会社発足時に約１，１００箇所ありましたが、恒久的な対策である踏切の廃止や

踏切の第１種化を進めることで約７割削減し、事故発生状況についても、年間３件程度に減少しています。 

 

【既存の安全対策と改善のねらい】 

しかしながら、これらの恒久対策には、多くの時間や費用がかかります。 

加えて、第４種踏切における「100 踏切当たりの事故発生率」は、第１種踏切と比較すると、依然とし

て高い水準であり、引き続き、安全対策を講じていく必要があります。 

そこで、よりスピーディに低コストで設置可能で、高い一旦停止効果が期待できる「踏切ゲート」を２０

２１年度から、２４箇所の踏切に設置し、その状況を確認しながら、安全性向上を図ってまいりました。 

そして、この度、歩行者等が通行する踏切において、施工性により優れた「踏切ゲート-Lite」を開発し、

当社の全エリアへ展開していきたいと考えております。これにより、残存する第４種踏切に対しての安全対

策を更に加速させてまいります。 

 

 

 

 

 

 



 

【踏切ゲート-Lite の概要】 

「踏切ゲート-Lite」は、一般的なドアについている開閉スピードを調整する「ドアクローザー」の機能

を採用しており、踏切進入時には、上方向に遮断棒を上げ、退出時には、上方向に加え、遮断棒を押すこと

でも通り抜けることができる仕組みとなっています。 

昨年度、宇部線にて実施した実証実験では、従来型の「踏切ゲート」と同等の一旦停止効果が確認できま

した。 

 

【2025 年度末までの展望】 

そこで、今年度下期より順次、「踏切ゲート-Lite」の設置を進め、２０２５年度までに、約１６０箇所の

踏切に展開してまいります。従来型の「踏切ゲート」の整備計画数と合わせると、約２２０箇所の踏切に整

備を行う予定です。 

これは、当社エリアに現在ある第４種踏切の約６割に相当します。 

引き続き、ハード・ソフトの両面から対策を着実に実施し、安全・安心な鉄道サービスの提供に寄与して

まいります。 



 

 

４. 大阪・関西万博に向けた機運醸成の取り組み 

～ラッピング列車の運行・デザイン等について～ 

 

当社はこれまで、万博の開催に向け、輸送力の強化や駅ホームの安全性向上などに取り組むことをお知ら

せいたしました。 

今回、機運醸成の取り組みとして、大阪・関西万博開催の５００日前である１１月３０日より、大阪環状

線およびＪＲゆめ咲線を走行する３２３系１編成にて、ラッピング列車を運行いたします。ラッピングには

大阪・関西万博の公式キャラクター「ミャクミャク」などをデザインする予定です。 

このラッピング列車の運行により、より多くの方に、大阪・関西万博のことを知っていただくとともに、

ワクワク感をお伝えしていきたいと考えております。 

なお、ラッピング列車運行に伴い、万博協会様と「広報・プロモーション協賛契約」を締結いたしました

ので、あわせてご報告いたします。 

今後も、グループ会社と連携し、駅空間を活用したプロモーションを展開するなど、大阪・関西万博の機運

醸成に一層取り組むとともに、安全で快適、そして持続可能な万博の開催に向けて、貢献してまいりたいと

考えています。 


